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第１ 「全体評価」 

 

 公立大学法人福島県立医科大学(以下「法人」という。)に係る平成１８事業年度の

業務実績については、法人自らが実施した年度計画の自己評価は２２０項目中１９７

項目について、「Ａ：年度計画を上回って実施している」又は「Ｂ：年度計画を予定

どおりに実施している」であり、次の法人化の特色を生かした運営がされていること

から、総合的に勘案すると、「年度計画をおおむね実施できている」と認められる。 

○ 理事長のリーダーシップによる透明性の高い迅速な意思決定に基づき、組織、

人事、予算などの面での自由度を生かした自主的・自律的な運営 

○ 学外者や専門家の幅広い視野、地域社会のニーズ等を踏まえた特色ある運営 

 

全体として、法人は、法人化初年度にあたる平成１８年度においては、厳しい大学

間競争や医療を巡る様々な社会情勢の中で、理事長のリーダーシップの下、役員会、

経営審議会、教育研究審議会等の各機関や教職員が相互に緊密な連携を図り、医学・

看護学の発展への寄与や県民の保健・医療・福祉の向上などの県民の期待に応えるた

め、法人を挙げて中期目標の実現に向け、人材育成や研究、保健医療の提供、地域貢

献などに積極的に取り組んでいる。 

 

なお、一部には取り組むべき課題等も見受けられ、今後一層の着実な業務の遂行が

求められることから、引き続き教職員が一丸となって御努力いただき、さらなる成果

を上げられるよう期待する。 

 

１ 福島県立医科大学 

  福島県立医科大学では、豊かな人間性と倫理観を備えた医療人の育成、最新かつ

高度な医学及び看護学の研究などのため、医療人以外の外部講師による授業や語学

教育の充実、平成２０年度の医学部定員増に向けた検討、学外からの受託研究の窓

口等としての知的財産管理活用オフィスの設置、産学連携可能な研究についての学

内調査、国際交流締結校の武漢大学(中国)との相互交流、評価室による教員評価基

準や評価項目等を内容とする教員評価案の策定、医療事務に精通した専門職員の採

用、併設託児所の２４時間保育に向けた体制整備等に取り組んでいる。 

 

２ 大学附属病院    

特定機能病院である大学附属病院(以下「附属病院」という。)では、全人的・統

合的な医療の提供などのため、法人化を機に医学部附属病院から大学附属病院と改

めるとともに、病院機能評価の認定や都道府県がん診療連携拠点病院の指定を受け、

治験センターの設置、女性専門外来の拡大、セカンドオピニオン(別の医師の意見)

外来の開設、コンビニエンスストア及びコーヒーショップの開設に向けた検討、地

域・家庭医療部の設置、公的医療機関への医師派遣、病床利用率の向上、副院長４

名体制による運営機能の強化など、高度・先進医療、患者の安全管理と患者サービ

スの向上、地域医療との連携、安定的かつ効率的な病院経営等に取り組んでいる。 
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第２ 「項目別評価」 

 

１ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置       

総合的に勘案すると「年度計画をおおむね実施できている」と認められる。 

 

(1) 教育に関する目標を達成するための措置 

総合的に勘案すると「年度計画をおおむね実施できている」と認められる。 

 

  【平成１８年度の注目される取組み○(又は課題●)】 

○ 医療人として豊かな人間性や倫理観を涵養するため、「医・看護の倫理」や「医師・

看護師の使命」に関する授業において医療人以外の外部講師を活用している。 

○ 国際的なコミュニケーション能力を育成するため、英語による学会発表の聴き取り、

プレゼンテーション、ディスカッションの実施など、授業内容の充実を図った。 

○ 医療現場において必要とされるコミュニケーション能力を育成するため、早期ポリ

クリ(※１)の実施時期を早めた。 

○ 医学・看護学への修得意欲、目的意識を持った人材を確保するため、県内出身者を

対象とした推薦入試制度を取り入れるなど時代のニーズに応じた選抜を実施した。 

○ 医学部の定員増について、入学定員検討部会を設置して、国の新医師確保総合対策

に沿って、奨学金制度、推薦入試の選抜方法、教育のあり方について検討した。 

○ 中期目標の数値目標(国家試験の合格率)について、医師国家試験及び保健師国家試

験では数値目標を達成したが、看護師国家試験では達成しなかった。 

  医師国家試験   実績 96.3%(数値目標 95%、全国平均 87.9%) 

  保健師国家試験  実績 100% (数値目標 95%、全国平均 99%) 

  看護師国家試験  実績 98.8%(数値目標 100%、全国平均 90.6%) 

○ 看護学部の就職率については、中期目標の数値目標(就職希望者の就職率 100%)を達

成した。 

○ 定期的なＦＤ（faculty development：教員能力開発）として、医学部、看護学部

ともに研修会を開催し、教育実践能力の向上に努めた。 

○ 医学部、看護学部ともに、学生による授業評価を実施し、教員にその結果を周知し

た。 

○ 学習相談、助言など学生を支援するため、オフィスアワー(※２)を設定するなど学

生の利便性向上に努めた。 

○ 看護学研究科において、「働きながら」、「育児・介護をしながら」の修学を可能と

する長期履修制度などを採用している。 

○ 学外の医療機関などにおける臨床実習や看護学実習での指導者を臨床教授等に任

命し、指導体制を強化した。 

○ 専門医資格取得のための後期研修では、大学院生や大学院研究生の併願を認めてお

り、安定した身分で働きながら、専門医と博士号を同時に取得可能としている。 

○ 地域医療と地域生活に関する深い理解を促進し、さらに地域への医師定着を図るた

め、医学部６年生、初期研修医及び後期研修医が地域の一般家庭でのホームステイを

経験しながら医療研修を実施している。 

● 優れた入学者を確保するため、大学院のアドミッションポリシー(入学者受入方針)

の確立が求められる。 

● 学生の診療技術の自主的学習のため、スキル・ラボラトリー(実践的臨床教育訓練

室)の整備に向けた取組みが求められる。 

 

 2



 

(2) 研究に関する目標を達成するための措置 

総合的に勘案すると「年度計画を十分に実施できている」と認められる。 

 

【平成１８年度の注目される取組み○(又は課題●)】 

○ 法人の企画室に研究支援担当を設置し、科学研究費補助金等の申請を支援したほか、

学長のリーダーシップのもとに戦略的な研究の推進を図るため、従来の特別研究奨励

費に間接経費を加えて支援枠を拡大するなど、研究を支援した。 

○ 産学連携窓口として知的財産管理活用オフィスを設置し、学外からの研究等の依頼

に対応できる体制を整備した。 

○ 難病や高度専門医療などに対する研究助成制度を設け、学内での臨床医学及び看護

学における研究の推進に努めた。 

 

 

(3) 地域貢献に関する目標を達成するための措置 

総合的に勘案すると「年度計画をおおむね実施できている」と認められる。 

 

  【平成１８年度の注目される取組み○(又は課題●)】 

○ 他大学との共同研究等を推進するため、県内の国公私立大学間による「地域連携

推進ネットワーク」が設立され、相互交流、産学連携について協力する体制を整備し

た。 

○ 産学官の情報交換等による交流を図ることを目的とした福島県産学官連携推進会

議に参画し、産学官連携の積極的な推進に努めた。 

○ 地域医療機関からの医師派遣要望に一元的に対応するため、企画室に地域医療支

援部会を置き、医学部地域医療支援センターを運営し、医師の派遣を行った。 

○ 地域に根ざした質の高い家庭医を養成するため、地域・家庭医療部を設置し、県

立病院やへき地診療所と連携しながら、卒前・卒後の臨床研修や家庭医療学専門医研

修等を行っている。 

○ リカレント教育(社会人の学校での再教育)に対応した長期履修制度、聴講生制度

により大学院で長期履修生等を受け入れている。 

○ 知的財産管理活用オフィスが産学連携の窓口となり、県内の企業や研究機関等と

連携可能な研究について調査を実施し、産学連携の推進に努めた。 

    ● 附属病院と県立病院等との一層の人材交流や連携が求められる。 

 

 

(4) 国際交流に関する目標を達成するための措置 

総合的に勘案すると「年度計画をおおむね実施できている」と認められる。 

 

  【平成１８年度の注目される取組み○(又は課題●)】 

○ 国際学術交流協定を締結した武漢大学(中国)と相互に訪問し、交流を推進した。 

 

 

(5) 大学附属病院に関する目標を達成するための措置 

総合的に勘案すると「年度計画をおおむね実施できている」と認められる。 

 

  【平成１８年度の注目される取組み○(又は課題●)】 
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○ 専門看護師の資格を有する看護学部教員を含め複数の教員が病院兼務となり、看

護の質の向上のための活動支援を行っている。 

○ ホームステイを通じてへき地に愛着を持ち、地域医療に貢献できる医師の育成を

図っている。 

○ 医療技術水準の向上を図り、先進医療を推進するため、がんワクチン療法など３

件の届出が認められた。 

○ 治験センターを設置し、治験、医薬品の製造販売後の臨床研究、使用成績調査な

どを行い、他病院との連携により治験ネットワークを構築した。 

○ 都道府県がん診療連携拠点病院に指定され、がんに対する高度な医療提供等を行

っている。 

○ 平成１９年度からの外来再編について案をまとめた。 

○ 緩和ケア等のチーム医療や職域を越えた合同カンファランスを実施した。 

○ 医療の質の向上のため、病院機能評価に取り組み認定を受けるとともに、女性専

門外来の診察日を拡大(週１日から週４日に)し、セカンドオピニオン(別の医師の意

見)外来を開設した。 

○ 院内感染予防のため、感染管理認定看護師(※３)を１名から２名に増員するとと

もに、職員にインターネットによる感染管理教育を実施した。 

○ 地域医療の連携を図るため、附属病院と地域の医療機関の７拠点のテレビ会議シ

ステムを構築した。 

○ 外来患者数の増加、病床利用率の向上、平均在院日数の短縮及び手術件数の増加

により、医療収入の増加に努めた。 

○ 看護師を新たに患者サービス・病院機能改善担当の副病院長に登用し、病院長の

意思決定支援体制及び看護体制を強化するなどして、副病院長を４名体制とした。 

○ 患者サービス向上のため、コンビニエンスストア及びコーヒーショップの開設に

向け取り組んだ。 

● より一層の病床利用率の向上、平均在院日数の短縮が求められる。 

 

 

２ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置      

【１運営体制の改善 ２教育研究組織の見直し ３人事の適正化 ４事務等の効率化・合理化】 

総合的に勘案すると「年度計画をおおむね実施できている」と認められる。 

 

   【平成１８年度の注目される取組み○(又は課題●)】 

○ 民間的手法等を大学運営に反映させるため、経営・渉外担当理事に民間企業出身

者を起用した。 

○ 外部資金受入窓口を知的財産管理活用オフィスに一本化し、外部資金の状況に関

する情報を集約化できる体制とした。 

○ 女性医師等が勤務しやすい環境を整備するため、併設託児所の２４時間保育体制

の実施に向け取り組んだ。 

○ 附属病院の業務を効率的に行うため、病院業務に精通した民間企業出身者２名を

法人事務職員として採用した。 

● 教員評価結果を研究費の配分や任用等に反映させる制度の検討が求められる。 

● 任期制の導入や公募制の拡大の検討など、教員の人材確保に向けた取組みが求め

られる。 
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３ 財務内容の改善に関する目標を達成するためにとるべき措置   

【１外部研究資金その他の自己収入の増加 ２経費の節減 ３資産の運用管理の改善】 

総合的に勘案すると「年度計画をおおむね実施できている」と認められる。 

 

  【平成１８年度の注目される取組み○(又は課題●)】 

○ 治験実施機能の強化のため設置した治験センターにおいて、受託研究や共同研究

等の推進による外部資金の獲得に努めている。 

○ 知的財産の有効活用を図り、特許収入等を確保する方策を検討するため、知的財

産管理活用オフィスを設置し、積極的な運営を行った。 

○ ４委託業務(電気設備、機械設備、緑地管理、廃棄物処理)について新たに一般競

争入札を実施し、経費節減を図るとともに、平成１９年度からの清掃業務の複数年

契約の入札手続等を行った。 

○ 固定資産活用推進ワーキンググループを設置し、学内施設の外部貸付けについて

検討し、固定資産貸付要領に取りまとめた。 

● 財務内容の改善を図るため、科学研究費補助金、受託研究、共同研究及び奨学寄

附金等の一層の確保が求められる。 

 

 

４ 教育及び研究並びに組織及び運営の状況について自ら行う点検及び評価に関

する目標を達成するためにとるべき措置 

【１自己点検評価の実施 ２第三者評価の実施 ３評価結果の活用】 

総合的に勘案すると「年度計画を十分に実施できている」と認められる。 

 

  【平成１８年度の注目される取組み○(又は課題●)】  

○ 認証評価機関(※４)による評価、県公立大学法人評価委員会による評価、教員評

価を一括して総合的に取り組むため、経営・渉外担当理事を長とした評価室を設置

した。 

○ 評価室において、教員評価に関する評価基準や評価項目等について検討し、自己

点検・自己評価を基本とする教員評価案を策定した。 

○ 医学部、看護学部ともに、学生による授業評価を実施し、教員にその結果を周知

するとともに、ＦＤ研修会を実施した。 

 

 

５ 教育及び研究並びに組織及び運営の状況に係る情報の提供に関する目標を達

成するためにとるべき措置 

総合的に勘案すると「年度計画をおおむね実施できている」と認められる。 

 

  【平成１８年度の注目される取組み○(又は課題●)】 

○ 大学ホームページに情報公開のページを設け、法人化に伴う情報開示に努めた。 

○ 教育・研究活動等の成果に関する情報を学外に向けて発信するため、研究者デー

タベースシステムを更新し、ホームページ上で公開した。 

○ 各所属でホームページの更新が容易にできるような管理システムの導入により、

作成・更新時間の短縮等が図られ、情報発信体制を強化した。 

● 適時、適切な情報発信のため、ホームページの一層の充実が求められる。 
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６ その他業務運営に関する重要目標を達成するためにとるべき措置 

【１施設設備の整備・活用等 ２健康管理・安全管理】 

総合的に勘案すると「年度計画をおおむね実施できている」と認められる。 

 

  【平成１８年度の注目される取組み○(又は課題●)】 

○ 平成２０年４月の大学院医学研究科修士課程の設置に向け、必要な施設・設備に

ついて検討した。 

○ 医師をはじめ複数の医療職を配置した大学健康管理センターを開所し、職員及び

学生の定期健康診断を実施するとともに、メンタルヘルス活動、健康相談等を随時

行っている。 

○ 県の基幹災害医療センターとしての役割の下、厚労省主催のＤＭＡＴ（災害派遣

医療チーム）研修に１チーム５名が受講し、新たにＤＭＡＴ隊員として登録された。 

○ 県の二次被ばく医療機関としての役割の下、県原子力防災訓練に参加し、附属病

院の除染施設を使用した緊急被ばく医療活動に関する訓練を実施した。 

     ● 安全衛生教育の実施にあたっては、大学健康管理センターと関係部門の十分な連

携が求められる。 

 

※１ ポリクリ 

実際に患者を診察し診断と治療方針を自ら考える実習(policlinic)のこと 

※２ オフィスアワー 

教員が各研究室等において、学生の履修相談や授業に関する質問などに応じるた

めに待機している特定の時間のこと 

※３ 感染管理認定看護師 
感染症対策看護師とも呼ばれており、病院内の各部門における感染症発生を監視

し、感染対策活動を客観的に調査・把握し、各部門の連絡や調整などの役割を担っ

ている認定看護師のこと 

※４ 認証評価機関 

国立、公立、私立大学（短期大学を含む。）及び高等専門学校は、その教育研究水

準の向上に資するため、教育研究、組織運営及び施設設備の総合的な状況に関し、

７年以内ごとに、文部科学大臣が認証する評価機関の実施する評価を受けることが

義務付けられており、その認証された評価機関のこと 
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公立大学法人福島県立医科大学

項目別
評 価

評価における特記事項

Ａ 56 Ｂ 73 Ｃ 10 Ｄ 0

Ａ 34 Ｂ 30 Ｃ 6 Ｄ 0

Ａ 14 Ｂ 9 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 15 Ｂ 13 Ｃ 3 Ｄ 0

Ａ 2 Ｂ 3 Ｃ 2 Ｄ 0

第１

評　価　委　員　会　評　価

年度計画どおり概ね順調に実施した。

Ⅱ
年度計画どおり概ね順調に実施した。

Ⅱ

　学士課程においては、医療人以外の外部講師
による授業、英語の授業内容の充実、早期の医
学実習を実施するとともに、大学院課程におい
ては、社会人が履修しやすいような長期履修制
度、後期研修において大学院生や大学院研究
生の併願が可能な制度等を実施していることに
ついて評価できる。
　
　また、中期目標の数値目標(国家試験の合格
率)について、医師国家試験、保健師国家試験
では数値目標を達成したことについて評価でき
る。看護師国家試験では数値目標を達成しな
かった。
　　医師　 　実績96.3%(目標 95%、全国87.9%)
　　保健師　実績100% (目標 95%、全国99%)
　　看護師　実績98.8%(目標100%、全国90.6%)

　項目別評価　総括表

教育に関する目標を達成するた
めの措置

大学の教育研究等の質の向上に
関する目標を達成するためにと
るべき措置

評　　価　　項　　目

年度計画どおり概ね順調に実施した。
学士課程においては、県内高等学校の進路指導教員との懇談やオー
プンキャンパスの際にアンケート調査を行うことにより、入学者受
入方針及び入試制度の周知を図った。
大学院課程においては、地域で活躍する人材育成の一環として、大
学院研究生の受け入れや長期履修制度の充実に努めた。

(１)
教育の成果に関する目標を達成
するための措置

Ⅰ

年度計画を上回って実施した。
学士課程においては、医療人以外の外部講師による講義を積極的に
取り入れるなど、広い分野に渡る科目を開講し、偏りのない知識を
獲得出来るよう努めた。
大学院課程においては、大学間の交流協定の締結を推進するなど、
連携強化に努めた。

(２)
教育内容等に関する目標を達成
するための措置

Ⅱ

　年度計画はおおむね実施できているが、学生
の診療技術の自主的学習のため、スキル・ラボ
ラトリー(実践的臨床教育訓練室)の整備に向け
た取組みが求められる。

年度計画どおり概ね順調に実施した。
教員の教育実践能力の向上を図るために実施するＦＤ（ファカル
ティ・ディベロップメント）の充実に努めるなど教育の質の向上を
推進した。

(３)
教育の実施体制等に関する目標
を達成するための措置

Ⅱ

公　立　大　学　法　人　自　己　評　価

計　画　達　成　の　状　況

1
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項目別
評 価

評価における特記事項

評　価　委　員　会　評　価
評　　価　　項　　目

公　立　大　学　法　人　自　己　評　価

計　画　達　成　の　状　況

Ａ 3 Ｂ 5 Ｃ 1 Ｄ 0

Ａ 11 Ｂ 7 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 6 Ｂ 4 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 5 Ｂ 3 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 6 Ｂ 11 Ｃ 1 Ｄ 0

Ａ 2 Ｂ 4 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 1 Ｂ 3 Ｃ 1 Ｄ 0

研究に関する目標を達成するた
めの措置

(１)

(４)
学生への支援に関する目標を達
成するための措置

Ⅱ
　学習相談、助言などにより学生を支援するた
め、オフィスアワーを設定するなど学生の利便性
向上に努めていることについて評価できる。

年度計画どおり概ね順調に実施した。
学生の課外活動における顧問制度の確立や学生の多様なニーズに対
応するため相談体制づくりやガイダンスの実施など学生支援の充実
に努めた。

Ⅰ
年度計画を上回って実施した。

　知的財産管理活用オフィスが産学連携の窓口
となり、県内の企業や研究機関等と連携可能な
研究について調査を実施したことについて評価
できる。

年度計画を上回って実施した。
基盤的な研究資金を十分に確保するため、企画グループ内に研究支
援担当を設け、科学研究費補助金等公募に係る説明会を開催するな
ど研究費の獲得に努めた。

研究水準及び研究の成果等に関
する目標を達成するための措置

Ⅰ

　産学連携窓口として知的財産管理活用オフィ
スを設置して、学外からの研究等の依頼に対応
できる体制を整備したほか、　難病や高度専門
医療などに対する研究助成制度を設け、学内で
の臨床医学及び看護学における研究の推進に
努めたことについて評価できる。

年度計画を上回って実施した。
地方公共団体や民間企業等、地域との研究連携を推進するために知
的財産管理活用オフィスを設置し、学外からの受託研究の仲介を行
うシステムを整備するなど研究支援を推進した。

(２)
研究実施体制等の整備に関する
目標を達成するための措置

Ⅰ

地域貢献に関する目標を達成す
るための措置

Ⅱ
年度計画どおり概ね順調に実施した。

(１)
教育研究における地域社会や県
政との連携・協力に関する具体
的方策

Ⅱ年度計画どおり順調に実施した。
福島県高等教育協議会加盟大学等との単位互換制度について広報を
強化するなど地域社会との連携・協力に努めた。

３

(２)
地域医療の支援に関する具体的
方策

Ⅱ
年度計画どおり概ね順調に実施した。
地域医療教育の充実を図るため、医学部６学年「ＢＳＬ（臨床実
習）」で地域医療コースを実施するなど学部教育における地域拠点
センター病院での実習を充実させた。

２
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項目別
評 価

評価における特記事項

評　価　委　員　会　評　価
評　　価　　項　　目

公　立　大　学　法　人　自　己　評　価

計　画　達　成　の　状　況

Ａ 1 Ｂ 1 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 2 Ｂ 2 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 1 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 4 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 4 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 5 Ｂ 21 Ｃ 3 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 2 Ｃ 2 Ｄ 0

(３)
地域保健の支援に関する具体的
方策

Ⅱ
年度計画どおり順調に実施した。
自治体等の共同研究を積極的に推進するため、研究者データベース
システムを更新し、研究業績、受託・共同研究可能分野の登録など
を強化した。

年度計画どおり順調に実施した。
民間企業出身者である経営・渉外担当理事を長とした評価室におい
て、地域貢献の評価方法などを検討した。

(４)
産学官連携の推進に関する具体
的方策

Ⅱ年度計画どおり順調に実施した。
企業等とのコーディネート機能や技術移転の強化を図るため、知的
財産管理活用オフィスが窓口となるなど産学連携の推進に努めた。

４

（５）
地域貢献の評価に関する具体的
方策

Ⅱ

　国際学術交流協定を締結した武漢大学(中国)
と相互に訪問し、交流を推進したことについて評
価できる。

年度計画どおり順調に実施した。
ＩＦＭＳＡ（国際医学生連盟）交換留学制度による留学生の受入、
送り出しなど学生の海外留学を支援する体制を整備した。

国際交流に関する目標を達成す
るための措置

Ⅱ年度計画どおり順調に実施した。

(１)
留学生交流、その他諸外国の大
学・研究機関等との教育研究上
の交流に関する具体的方策

Ⅱ

大学附属病院に関する目標を達
成するための措置

Ⅱ
年度計画どおり概ね順調に実施した。

(１)
1

良質な医療人の育成に関する具
体的方策

Ⅲ年度計画どおり概ね実施した。
看護学部教員を看護部兼務とし、組織的な看護実践を行うなど良質
な医療人の育成のための具体的な取り組みを行った。

５
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項目別
評 価

評価における特記事項

評　価　委　員　会　評　価
評　　価　　項　　目

公　立　大　学　法　人　自　己　評　価

計　画　達　成　の　状　況

Ａ 1 Ｂ 5 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 2 Ｂ 2 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 1 Ｂ 7 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 3 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 1 Ｂ 2 Ｃ 1 Ｄ 0

Ａ 14 Ｂ 15 Ｃ 9 Ｄ 0

Ａ 4 Ｂ 7 Ｃ 0 Ｄ 0

１

第２

(２)

(３)

(４)

（５）

(１)
2

高度で先進的な医療の研究・開
発とＥＢＭの推進に関する具体
的方策

Ⅱ
年度計画どおり順調に実施した。
先進医療が新たに３件が認められるなど高度で先進的な医療の推進
に努めた。また、看護研究の成果を実践に応用・活用する研究組織
として看護研究実践応用センター設置準備検討委員会を設置した。

高度で先進的な良質な医療の提
供に関する具体的方策

Ⅱ
年度計画どおり順調に実施した。
緩和ケア、ＮＳＴ（栄養サポートチーム）など職域を超えた合同カ
ンファレンスを実施するなど高度で先進的な良質な医療の提供に努
めた。

患者の安全管理と患者サービス
の向上に関する具体的方策

Ⅱ年度計画どおり順調に実施した。
患者へのアンケートを実施するなど安全管理とサービス向上に努め
た。

地域と連携に関する具体的方策 Ⅱ
年度計画どおり順調に実施した。
地域病院・施設の７拠点にテレビ会議システムを構築するなど地域
との連携を推進した。

安定的かつ効率的な病院経営に
関する具体的方策

Ⅱ
　年度計画はおおむね実施できているが、より
一層の病床利用率の向上、平均在院日数の短
縮が求められる。

年度計画どおり概ね実施した。
病院経営に関する会議を定期的に開催し、病院長の意思決定を支援
するなど安定的かつ効率的な病院経営に努めた。また、医療技術職
員の最適な再配置を進めるため、医療支援部の設置を決定した。

業務運営の改善及び効率化に関
する目標を達成するためにとる
べき措置

Ⅱ
年度計画どおり概ね順調に実施した。

運営体制の改善に関する目標を
達成するための措置

Ⅱ
年度計画どおり概ね順調に実施した。
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項目別
評 価

評価における特記事項

評　価　委　員　会　評　価
評　　価　　項　　目

公　立　大　学　法　人　自　己　評　価

計　画　達　成　の　状　況

Ａ 2 Ｂ 6 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 2 Ｂ 1 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 6 Ｂ 0 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 6 Ｂ 0 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 3 Ｂ 4 Ｃ 5 Ｄ 0

Ａ 3 Ｂ 2 Ｃ 5 Ｄ 0

　戦略的な視点から資源配分ができるシステム
を構築するため、外部資金受入窓口を知的財産
管理活用オフィスに一本化し、外部資金の状況
に関する情報を集約化できる体制としたことにつ
いて評価できる。

年度計画を上回って実施した。
外部資金受入窓口を知的財産管理活用オフィスに一本化し、外部資
金の状況に関する情報の集約を行うなど学内資源配分を行える体制
を整備した。

(１)
効果的な組織運営に関する具体
的方策

Ⅱ

年度計画を概ね順調に実施した。
民間企業出身者を役員として複数起用し、大学全体の運営に参画さ
せ、効果的な組織運営を行った。また大学運営の健全性と透明性を
確保するため、内部監査の実施体制及び実施方法等について監事、
監査室、会計監査法人の間で検討し、適正な業務遂行を行った。

２

(２)
全学的視点からの戦略的な学内
資源配分に関する具体的方策

Ⅰ

　評価室において、教員評価に関する評価基準
や評価項目等について検討し、自己点検・自己
評価を基本とする教員評価案を策定するととも
に、外来の再編案をまとめたことについて評価で
きる。

年度計画を上回って実施した。
評価室において、教員評価の評価項目、評価基準等の検討を行い、
教員評価案を策定するなど具体的な評価の実施方法、評価結果の効
果的な活用方策の検討を行った。

教育研究組織の見直しに関する
目標を達成するための措置

Ⅰ
年度計画を上回って実施した。

３

(１)
教育研究組織の編成・見直しの
システムに関する具体的方策

Ⅰ

教職員の人事の適正化に関する
目標を達成するための措置

Ⅱ
年度計画どおり概ね実施した。

(１) 人材の確保に関する具体的方策 Ⅲ

年度計画どおり概ね実施した。
看護学部と附属病院看護部との人事交流を図るとともに、人材活用
を促進するため看護部に専門看護師の資格を有する看護学部教員を
含め複数の教員を兼務配置するなど人的資源の活用を推進した。ま
た人材確保に努めるため特例採用規程や職員派遣規程を作成した。
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項目別
評 価

評価における特記事項

評　価　委　員　会　評　価
評　　価　　項　　目

公　立　大　学　法　人　自　己　評　価

計　画　達　成　の　状　況

Ａ 0 Ｂ 2 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 1 Ｂ 4 Ｃ 4 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 3 Ｃ 1 Ｄ 0

Ａ 1 Ｂ 1 Ｃ 3 Ｄ 0

Ａ 1 Ｂ 10 Ｃ 2 Ｄ 0

Ａ 1 Ｂ 5 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 3 Ｃ 2 Ｄ 0

年度計画どおり順調に実施した。
教員の人事評価のための評価項目、評価基準、評価の活用方法につ
いて検討する組織として評価室を設置し、教員評価案の策定を行う
など評価体制の確立に努めた。

４

(２)
非公務員型を生かした柔軟かつ
多様な人事システムの構築に関
する具体的方策

Ⅱ

事務等の効率化・合理化に関す
る目標を達成するための措置

Ⅱ
年度計画どおり概ね実施した。

年度計画どおり概ね実施した。
医療事務に精通した専門職員の採用を行うなど事務の効率化を推進
した。

(１)
事務組織の機能・編成の見直し
に関する具体的方策

Ⅱ
年度計画どおり概ね実施した。
理事長、教育研究担当理事、経営・渉外担当理事及び管理運営担当
理事によるマネジメント会議を設置するなど事務組織の改善を検討
した。

第３

(２)
事務等の効率化に関する具体的
方策

Ⅲ

財務内容の改善に関する目標を
達成するためにとるべき措置

Ⅱ
年度計画どおり概ね順調に実施した。

２

外部研究資金その他の自己収入
の増加に関する目標を達成する
ための措置

Ⅱ

　治験実施機能の強化のため設置した治験セン
ターにおいて、受託研究や共同研究等の推進に
よる外部資金の獲得に努めていることについて
評価できる。

年度計画どおり概ね順調に実施した。
経営・渉外担当理事を室長とする知的財産管理活用オフィスを設置
するなど外部資金の増加を図るための体制整備に努めた。

１

経費の節減に関する目標を達成
するための措置

Ⅱ年度計画どおり概ね実施した。
委託業務について、一般競争入札を行うなど経費の節減に努めた。
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項目別
評 価

評価における特記事項

評　価　委　員　会　評　価
評　　価　　項　　目

公　立　大　学　法　人　自　己　評　価

計　画　達　成　の　状　況

Ａ 0 Ｂ 2 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 7 Ｂ 5 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 4 Ｂ 2 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 1 Ｂ 1 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 2 Ｂ 2 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 2 Ｂ 2 Ｃ 0 Ｄ 0

３

第５

評価結果の活用に関する具体的
方策

Ⅱ

１

２

第４

資産の運用管理の改善に関する
目標を達成するための措置

Ⅱ
年度計画どおり順調に実施した。
固定資産活用推進ワーキンググループを設置し、施設や設備の効率
的な運用管理について検討するなど資産の運用管理の改善に努め
た。

３

教育及び研究並びに組織及び運
営の状況について自ら行う点検
及び評価に関する目標を達成す
るためにとるべき措置

Ⅰ
年度計画を上回って実施した。

自己点検・評価の実施に関する
具体的方策

Ⅰ

　評価室において、教員評価に関する評価基準
や評価項目等について検討し、自己点検・自己
評価を基本とする教員評価案を策定するととも
に、医学部、看護学部ともに、学生による授業評
価を実施したことについて評価できる。

年度計画を上回って実施した。
評価室において、教員評価について評価基準、評価項目の検討を行
い、自己点検・自己評価を基本とする教員評価案を策定するなど評
価体制の整備に努めた。

第三者評価の実施に関する具体
的方策

Ⅱ
年度計画どおり順調に実施した。
認証評価機関である大学評価・学位授与機構の説明会・研修会に参
加し、情報を収集するなど第三者評価の実施のための準備を行っ
た。

年度計画どおり順調に実施した。
機関別認証評価、法人評価、教員評価を一括して総合的に取り組む
法人内組織として、渉外・経営担当理事を長とした評価室を設置す
るなど評価結果の活用方法についての検討を行った。

教育及び研究並びに組織及び運
営の状況に係る情報の提供に関
する目標を達成するための措置

Ⅱ
年度計画どおり順調に実施した。
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項目別
評 価

評価における特記事項

評　価　委　員　会　評　価
評　　価　　項　　目

公　立　大　学　法　人　自　己　評　価

計　画　達　成　の　状　況

Ａ 2 Ｂ 2 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 12 Ｃ 2 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 5 Ｃ 0 Ｄ 0

Ａ 0 Ｂ 7 Ｃ 2 Ｄ 0

Ａ 80 Ｂ 117 Ｃ 23 Ｄ 0 Ⅱ

注１：自己評価の考え方
　　Ａ･･年度計画を上回って実施している
　　Ｂ･･年度計画を予定どおりに実施している(達成度が概ね90％以上)
　　Ｃ･･年度計画を下回って実施している(達成度が概ね60％以上90％未満)
　　Ｄ･･年度計画を大幅に下回っている又は実施していない(達成度が60％未満)

注２：評価委員会の評価の考え方
　　Ⅰ･･年度計画を十分に実施できている
　　Ⅱ･･年度計画をおおむね実施できている
　　Ⅲ･･年度計画を十分に実施できていない
　　Ⅳ･･年度計画を実施できていない

１

　教育・研究活動等の成果に関する情報を学外
に向けて発信するため、研究者データベースシ
ステムを更新し、ホームページ上で公開したこと
について評価できる。

年度計画どおり順調に実施した。
情報公開・提供、広報に関する具体的方策として企画室に広報担当
を選任するなど全学的な広報活動について検討を行った。

年度計画どおり概ね実施した。
第６

大学情報の積極的な公開・提供
及び広報に関する具体的方策

Ⅱ

その他業務運営に関する重要目
標を達成するためにとるべき措
置

Ⅱ

第１～第６(計２２０項目)

２
健康管理・安全管理に関する目
標を達成するための措置

１

Ⅱ年度計画どおり概ね実施した。
医師をはじめ複数の医療職を配置した「大学健康管理センター」を
設置するなど健康管理・安全管理対策を実施した。

施設設備の整備・活用等に関す
る目標を達成するための具体的
方策

Ⅱ年度計画どおり順調に実施した。
固定資産活用推進ワーキンググループにおいて検討を行うなど施設
等の整備・有効活用を推進した。
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